様式６
会　議　録
	会議の名称
	桶川市立桶川東中学校　第2回学校運営協議会

	開催日時
	令和6年7月2日（火）
（開会）１３：５０　　（閉会）１４：５０

	開催場所
	桶川東中学校　会議室

	出席者氏名（委員）
	校長　家德　丈夫
桶川東中学校元校長　松本　潔　様　　県家庭教育アドバイザー　野頭　國郎　様
西二丁目区長　山平　米男　様　　民生委員　中村　文雄　様
PTA会長　山平　しのぶ　様
教頭　清水　雅一（事務局）　　教務主任　植田　光（事務局）　　　　　　

	欠席者氏名（委員）
	元PTA会長　村山　隆之　様　　交通指導員　元PTA会長　上　佐良　様

	傍聴者
	０名

	議題
	本校教育活動の現状と課題についての説明と会長からの課題について

	
	協議結果
	意見の概要

	協

議

等

要

旨
	（１）本校教育活動の現状と課題についての説明　　　と会長からの課題について


	・学校運営協議会について。桶川市学校運営協議会　のあり方について。CSは学校がお願いしたいこ　と決め、保護者や地域にお願いしていた「支援」　のシステムを３者でともに考え、ともに動く「協　働」のシステムへと行こしていくために必要な会　議。
・桶川市学校運営協議会規則には学校の評価につい　て書かれているが、学校の評価は難しい。学校に　ずっといるわけではない。学習についても確認で　きない。かなり細かい項目がたくさんあるため、　一つ一つに対して、評価していくことが難しい。
・授業参観や生徒との面談などは可能ではないか。
・CSと運営協議会の目的やビジョンを共有しなが　らの一体的な活動が良い。現在はCSの意識のほ　うが高い。それぞれの良い点を融合させて勧めて　いくのでは良いのではないか。
・この会議についての地域の方々の意見、PTAを出　し合って、学校運営に活かしていくことが大切で　はないか。
・学校の運営方針についてはなかなか話すことは難　しい。学校に何か合った時に協力できればいいと　いうスタンスになってしまっている。
・桶川市学校運営協議会規則第４条の中身を話し合　うためには学校からの情報を出さないと話し合い　が難しい。学校の現状を話していく中で、意見を　いただき、評価してもらう。学校からの情報の出　し方も考えていかなければいけない。地域とし　　て、それぞれの立場でご意見いただければありが　たい。規則にそって運営していく。
・どの学校も学校独自の解釈でこの会が進められて　いる。この会の評価について市教委にも提出して　いるはずだが、市教委からのフィードバックがな　いため、この会議が各学校でやりっぱなしになっ　てしまっている現状。ただやっていればいいとい　うことになってしまう。学校の現状を見て、委員　会へ議員から意見をうかがってもらうことがいい　のではないか。
・項目すべてをやることは難しい。重点目標を立て　て、いかに絞り込んで協議していくことが大切。
・１４条１５条について共通認識ができるように委　員会に研修等をやってもらうことが必要。プラス　地域との共同作業が必要。しかし、それをやるた　めには年に数回では無理。部門ごとに分けて活動　し、全体の会議をやっていくことが重要。
・市教委が研修をして各学校の運営協議会の足並み　を揃えていくことが必要。
・校則についてもこの会議で意見も頂いてもいいの　ではないか。平成３２年度からパンフレットが更　新されていない。方向性が各学校に任されて始　　まったが、CSのあり方について検討する必要が　ある。CSとして今後の学校のあり方について話　をしていくことも必要。直近の課題としては部活　の地域移行について。全体の方向性を考えていく　ことが必要。全体像があり、学校経営がある。目　指す学校像を考えて行ってほしい。
・委員会とどうあるべきかについて意見をもらっ　　て、校長会でも話し合っていく。
・予算、施設について。音楽室の天井が抜けてい　　る、プールの水が５年間たまったまま、外トイレ　が使える状態ではないこと、木が成長しすぎてい　ることなどについても議論が必要。区長会からも　市に訴えていくこともできるのではないか。
・地域と家庭と学校。もっと保護者の声を聞くこと　が必要。
・意見を吸い上げていく部門があってもいい。
・生徒のことについての項目がない。不登校の生徒　について、生徒の生活状況等、示していただいて　いただければ話ができるのではないか。

	
	
	

	
	
	

	配布資料
	（１）第２回学校運営協議会資料
（２）桶川市学校運営協議会規則
（３）コミュニティースクール「地域とともにある学校づくり」の推進パンフレット











































[bookmark: _Hlk192224570]様式１０
令和６年度　学校運営協議会委員　出欠記録簿
	
	協議会委員
氏　名
	第１回
書面・ウェブ・対面
（４/２６）
	第２回
書面・ウェブ・対面
（7/２）
	第３回
書面・ウェブ・対面
（○/○）
	第４回
書面・ウェブ・対面
（○/○）
	第５回
書面・ウェブ・対面
（○/○）

	１
	松本　潔

	○
	〇
	
	
	

	２
	野頭　國郎

	○
	〇
	
	
	

	３
	山平　米男

	○
	〇
	
	
	

	４
	村山　隆之

	○
	〇
	
	
	

	５
	上　佐良

	○
	×
	
	
	

	６
	山平　しのぶ

	○
	〇
	
	
	

	７
	中村　文雄

	×
	〇
	
	
	

	８
	清水　雅一

	○
	〇
	
	
	

	９
	植田　光

	○
	〇
	
	
	

	１０
	

	
	
	
	
	

	校長
	家德　丈夫

	○
	〇
	
	
	



【記録にあたって】
・出席…○、欠席…×　をご記入ください。遅刻・早退については出席として取扱います。
・費用弁償対象の５回分のみご記入願います。
　学校運営協議会での協議内容を受けての部会や取組等への出席については対象外です。
・各校、第５回の学校運営協議会が終了後、速やかに学務課担当まで提出願います。
・費用弁償（１回７００円）は、対面での会議のみが支給対象となり、書面・ウェブでの会議の場合は費用弁償が発生しません。
桶川市立　桶川市立学校　学校運営協議会
事務局　担当　（　髙瀬　寛明　）










様式９
R６年度　第　２　回　学校運営協議会傍聴人受付簿
	名　　前
	住　　所
	備　　考

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



【傍聴にあたって】
・写真や動画の撮影、音声等を録音する行為を禁止します。
・その他、①会議の進行を妨げる行為をした場合
　　　　　②拍手その他の方法により賛否を表明するなどした場合
③特別の事情により傍聴を認められない内容の場合
には退室を命じられることがあります。
・詳しい禁止事項等については、「桶川市教育委員会傍聴人規則」に準ずるものとする。














